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主　な　内　容
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指定管理者の指定指定管理者の指定

主な補正予算主な補正予算

令和６年度繰越予算令和６年度繰越予算

契約の一部変更契約の一部変更

　

令
和
７
年
第
２
回
議
会
定
例
会

は
、
６
月
10
日
及
び
11
日
の
２
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
一
部
改
正
・
町
道
路
線

の
廃
止
・
認
定
、
指
定
管
理
者
の

指
定
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
な

ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総額１６４億６,２４８万８千円に
２億２,２４８万８千円追加

令和７年度一般会計補正予算令和７年度一般会計補正予算

●公の施設 名　称　双葉駅東地区商業施設
所在地　双葉町大字長塚字町西３６－１
　　　　双葉町大字長塚字町東１５４

●工事名

●契約金額

東京都北区王子三丁目１９－７
株式会社　サンアメニティ

●指定管理者

令和７年６月２３日から
令和９年３月３１日

●指定管理期間
●民間賃貸住宅新築等促進事業補助金
●障害者自立支援システム改修業務委託料
● 低所得者支援及び定額減税補足給付金給付
業務委託料
●低所得者支援及び定額減税補足給付金
●県営復興基盤総合整備事業市町村負担金

……  　
 ……

……………………………………
………
…　

２００,０００,０００円
３,６２９,０００円

２,５１９,０００円
４,５００,０００円
１４,６５１,０００円 双葉駅東地区商業施設建設工事（その１）

● 双葉町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律等の一部改正に伴う所要の改正。

● 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部改正
国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一
部改正に伴い、選挙管理者等の報酬額を改正。

●双葉町税条例の一部改正
地方税法等の改正に伴う所要の改正。

●双葉町税特別措置条例の一部改正
減収補填制度を規定している総務省令の適用期間を延
長する改正が行われたことに伴う改正。

●双葉町国民健康保険税条例の一部改正
令和７年度国民健康保険税の税率の改正。

● 双葉町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改
正する内閣府令の改正に伴う所要の改正。

●双葉町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正
介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準の一部改正に伴う所要の改正。

●双葉町都市公園条例の一部改正
双葉運動公園の事業認可にあたり、公園施設として設けられる建築
物の建築面積に関する基準を定めるため改正。

● 双葉町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
介護保険法施行規則及び指定会議予防支援等の事業の
人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改
正に伴う所要の改正。

事　業　名 繰　越　額

一　

般　

会　

計

中野地区復興産業拠点整備
事業業務委託料 ３，１２４円

双葉駅西地区住宅団地等整備事業
業務委託料（第一地区分） ３，４０７円

双葉駅東地区商業施設整備事業 ２００円

復興まちづくり支援事業
（双葉町住宅需要動向調査検討） １３，２００，０００円

子育て世帯臨時給付金事業 １４，６６６，０００円

上羽鳥地区基盤整備事業 ３０，０００，０００円

西郷内橋橋梁補修事業 ５１，６６０，０００円

前田・長塚線改良事業 ２８，８８０，０００円

下
水
道
事
業

会
計　
　
　

双葉駅西側第一地区下水道施設
整備事業 ２，０４１円

双葉駅西側第二地区下水道施設
整備事業 ５００円

３８０,６００,０００円
３８９,６６４,０００円

変更前
変更後

条例の一部改正条例の一部改正

（2）第 152 号 令和７年９月発行



第２回
定　例　会
６月１０日～１１日

件　　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

議
決
結
果

渡
部 
昭
洋

山
根 

辰
洋

小
川 

貴
永

伊
藤 

哲
雄

作
本 

信
一

菅
野 

博
紀

高
萩 

文
孝

岩
本 

久
人

双葉町駅西住宅内又は双葉町駅西住宅から徒歩圏内に遊具又は
公園の早急な設置を求める陳情 不 採 択 ● ○ ● ● ● ● ● －

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と被災児童生徒の
十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める陳情 採 択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部改正について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町税条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町税特別措置条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部改正について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部
改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町都市公園条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町道路線の廃止について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町道路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

指定管理者の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度双葉町一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と被災児童生徒の十分な
就学支援を求める意見書案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成　●：反対　欠：欠席　退：退席

福島県による細谷地区海岸災害復旧事業に伴い、道路法
第１０条第１項の規定に基づき廃止するもの

福島県による細谷地区海岸災害復旧事業に伴い、道路法
第８条第１項の規定に基づき認定するもの

路線
番号 路線名

起　　点
総延長

終　　点

346 陳場沢・
関ノ入線

大字郡山字島４４番１地先　　　　から
1,388.1ｍ

大字郡山字久保谷地１４９番１地先　まで

路線
番号 路線名

起　　点
総延長

終　　点

346 陳場沢・
関ノ入線

大字郡山字島４４番１地先　　　　から
1,411.4ｍ

大字郡山字久保谷地１４９番地先　まで

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の内容については、Ｐ１１をご覧ください。

町道路線の廃止町道路線の廃止 町道路線の認定町道路線の認定

（3） 第 152 号令和７年９月発行



　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の
執行の状況及び将来に対する方針等について所信をただすものです。
　ここでは６月定例会に行われた一般質問の中で、特に注目したい質問を
取り上げます。

１．
２. 
３. 

１．

４．
５. 

ふるさと納税について
下水道管渠の不明水対策について
駅東地区の商業施設の駐車場について

原子力損害賠償について

町道の安全対策について
東京電力ホールディングスに対
する要求について

議員

議員

伊藤 哲雄伊藤 哲雄

小川 貴永小川 貴永

【

【

】

】

１．
２. 
来町促進施設の必要性について
役場支所の今後の方向性について

議員渡部 昭洋渡部 昭洋【 】

１．
２. 
原子力損害賠償について
借り上げ住宅について

議員菅野 博紀菅野 博紀【 】

１．自由民主党東日本大震災復興加速化本部の第１４次提言骨子案に
ついて

議員作本 信一作本 信一【 】

１．
２. 
町内のコミュニティづくりについて
児童福祉施策について

議員山根 辰洋山根 辰洋【 】

１．
２. 
３. 
４. 

双葉町のワクチン接種事業について
特定帰還居住区域の避難指示解除に向けた進捗について
中野地区の運動公園整備について
双葉町内の住宅確保について

議員高萩 文孝高萩 文孝【 】

（4）第 152 号 令和７年９月発行



＜伊藤議員のその他の質問（概要）＞

　

降
雨
時
、
下
水
道
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
よ
り
圧

送
さ
れ
る
水
の
容
量
オ
ー

バ
ー
の
為
に
、
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
よ
り
噴
水
状
に
水
が

流
出
し
て
い
る
状
況
に
つ

い
て
、
対
策
を
伺
う
。

　

溢
水
の
原
因
は
、
下
水

道
が
汚
水
と
雨
水
を
別
々

に
排
除
す
る
設
計
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雨
水

や
地
下
水
が
混
在
し
た
不

明
水
が
、
管
渠
の
破
損
箇

所
等
か
ら
下
水
道
へ
流
入

し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
流

入
箇
所
の
特
定
に
向
け

動画でも視聴可能です。

質　　問：どのような理由で寄附額が前年度より約５分の１まで減少に至ったの
か、また今後ふるさと納税をどのように活用するのか伺う。 

質　　問：駅東側に建設中の２つの商業施設の駐車場について、今後の施設等の利
用見込み状況に見合った台数が確保できているのか伺う。 

質　　問：復興シンボル軸周辺の町道の安全対策について伺う。

質　　問：東京電力 HDには、町内への企業立地や雇用拡充の取組を進めるよう求
めるべきと思うが、町の考えは。

再　質　問：今後の税収の目標と、現在の返礼品、今後の返礼品について伺う。

再　質　問：

歩行者や自転車の安全対策は。再　質　問：

高万 の社宅を利活用する考えはないのか伺う。再　質　問：

イベント時も駐車場は十分であるのか伺う。

町長答弁：令和５年度に一個人から 5 ,000 万円の寄附を受けたことが原因であり、
ふるさと納税だけを比較すれば、１年間で納税者数、納税額ともに約３
倍に増えている。寄附者のご意向に沿った活用をしていく。 

町長答弁：返礼品は現在３品目であり、農業の取組が進んだ状況で返礼品を増やす
という考えである。先進事例を学び取り組んでいきたい。

町長答弁：双葉駅の北側、南側の駐車場、役場の駐車場、町民グラウンドを臨時駐
車場とすることで対応できると考えている。

町長答弁：スーパーが入居する商業施設の東側に２箇所、計４０台の公共駐車場の
整備を進めている。旧体育館・公民館側の商業施設は暫定的に５０台の
砂利敷きの駐車場を付置する予定である。ふだん使用するものとしては
適当な駐車台数を確保していると考えている。

町長答弁：県道井手長塚線と町道新山鴻草線の交差点では、一時停止の交通ルール
を周知するとともに必要に応じて追加の対策を講じていく。

町長答弁：町内への企業立地と雇用拡充、居住促進、地域貢献について積極的に携
わるよう今後も要求していく。

町長答弁：東京電力 HD固有の財産については、こちらでは計り知れないところで
あるが、基本的には解体の方向で進んでいると伺っている。 

町長答弁：付け替えを予定している戎川の西側に歩道を設置する予定である。

ふるさと納税について●

駅東地区の商業施設の駐車場について●

町道の安全対策について●

東京電力ホールディングスに対する要求について●

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
よ
り
降
雨
時
に
水
が
流
出
し
て
い
る

状
況
の
対
策
は

下
水
道
管
渠
の
破
損
箇
所
等
か
ら
の
不
明
水
の
流
入
箇
所
を

特
定
し
管
渠
の
補
修
等
を
行
っ
て
い
く

答 問

て
、
カ
メ
ラ
等
に
よ
る
管

渠
へ
の
流
量
や
破
損
箇
所

の
調
査
を
進
め
、
管
渠
の

補
修
等
を
実
施
し
て
い

く
。
当
面
の
対
策
と
し
て

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

周
知
や
溢
水
時
に
カ
ラ
ー

コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
危

険
箇
所
を
注
意
喚
起
す
る

こ
と
で
、
安
全
安
心
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

　

中
野
地
区
復
興
産
業
拠

点
に
あ
る
中
継
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
が
急
激
に
水
量

が
上
昇
し
た
際
に
、
一
時

的
に
も
た
な
く
管
渠
の
圧

力
管
と
な
っ
て
噴
水
に

な
っ
て
い
る
状
況
だ
と
考

え
て
い
る
。
雨
水
と
汚
水

が
合
流
し
た
時
に
別
の

ル
ー
ト
で
水
を
流
さ
な
い

と
も
た
な
い
の
で
は
な
い

か
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

の
性
能
の
問
題
を
解
消
す

る
と
な
る
と
、
ポ
ン
プ
場

の
施
工
工
事
費
な
ど
大
変

な
話
な
の
で
、
そ
の
た
め

に
は
バ
イ
パ
ス
的
な
裁
量

を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う

が
い
か
が
か
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の

容
量
不
足
と
い
う
構
造
的

な
問
題
で
は
な
く
、
不
明

水
が
４
２
０
立
米
ほ
ど
流

入
し
て
い
る
の
を
止
め
る

対
策
が
大
事
で
あ
る
の

で
、
不
明
水
対
策
に
力
を

入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

● 

下
水
道
管
渠
の
不
明

水
対
策
に
つ
い
て

質　

問

再
質
問

町
長
答
弁

建
設
課
長
説
明

伊藤　哲雄 議員
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＜渡部議員のその他の質問（概要）＞

渡部　昭洋 議員

動画でも視聴可能です。

双
葉
町
独
自
の
来
町
促
進
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
問
う

中
野
地
区
に
運
動
公
園
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
12
年
度

の
開
園
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る

答 問

質　　問：４月の新聞報道に「双葉町役場支所の将来的な廃止と本庁舎への統
合を検討する時期にきている」と大きく掲載されていたが、役場支
所の今後の方向性について、現時点での町長の考えを伺う。

再　質　問：このような記事が新聞で先行報道された事について伺う。

町長答弁：行政区長会での質問に「町の復興の進捗に伴い、最終的には役場庁
舎に集約することから、時期などを断言する状況にないが、段階的
に集約するなどの検討を進めたい」と答えたことが報道された。今
後の方向性は町民のみなさんの意見を伺いながら検討したい。

町長答弁：区長会や議会は基本フルオープンで開催しているので、先行的に報
道されるのを防ぐのは厳しい。ただ真意がしっかりと伝わった報道
をしていただくのが大切と考える。

役場支所の今後の方向性について●

　

町
民
以
外
の
方
が
双
葉
町

を
訪
れ
る
目
的
は
原
子
力
災

害
伝
承
館
の
見
学
が
中
心
で

あ
る
と
思
う
が
、
今
後
更
な

る
来
町
者
を
継
続
的
に
誘
致

す
る
た
め
に
は
四
季
折
々
の

草
花
が
あ
る
公
園
等
の
双
葉

町
独
自
の
来
町
促
進
施
設
が

必
要
と
考
え
る
が
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

　

町
が
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

し
復
興
を
着
実
に
進
め
る
に

は
、
町
外
か
ら
の
来
訪
者
を

継
続
的
に
呼
び
込
む
と
と
も

に
地
域
で
の
消
費
や
交
流
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
核
と
な

る
施
設
の
一
つ
に
中
野
地
区

に
運
動
公
園
の
整
備
を
予
定

し
て
お
り
、
15
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
敷
地
に
子
供
向
け
の
遊
具

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
、
多
目

的
広
場
な
ど
を
整
備
し
町
民

の
健
康
づ
く
り
と
来
訪
者
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
両
立

を
図
る
拠
点
と
し
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
エ
リ
ア
を
令
和

12
年
度
の
開
園
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
、
県
が
整
備
を

進
め
て
い
る
復
興
祈
念
公
園

も
令
和
７
年
度
中
の
完
成
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
民
間
に
よ
る
受

け
入
れ
環
境
も
整
い
つ
つ
あ

る
た
め
、
相
互
に
連
携
さ
せ

る
こ
と
で
町
全
体
と
し
て
の

回
遊
性
や
滞
在
価
値
を
高
め

る
相
乗
効
果
を
期
待
し
て
い

る
。
関
係
機
関
と
の
連
携
を

深
め
、
交
流
人
口
の
拡
大
と

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
エ
リ
ア

の
集
客
を
目
指
す
た
め
に
も

運
動
公
園
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

施
設
の
み
な
ら
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

映
え
す
る
よ
う
な
草
花
の
植

樹
を
し
て
は
い
か
が
か
。
規

模
的
に
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
が「
ひ
た
ち
海
浜
公
園
」

の
よ
う
な
ネ
モ
フ
ィ
ラ
や
コ

キ
ア
と
い
っ
た
四
季
折
々
の

草
花
が
あ
れ
ば
、
今
双
葉
を

離
れ
て
生
活
を
し
て
い
る
町

民
も
季
節
ご
と
に
町
を
訪
れ

る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

　

植
え
替
え
作
業
は
大
変
だ

が
、
町
民
や
民
間
企
業
の
マ

ン
パ
ワ
ー
の
協
力
で
素
晴
ら

し
い
公
園
に
で
き
る
と
思
う

が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

皆
さ
ん
か
ら
も
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
き
、
訪
れ
て
い
た

だ
く
方
々
、
町
民
の
み
な
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

良
い
施
設
を
作
っ
て
い
き

た
い
。

● 

来
町
促
進
施
設
の
必
要
性

に
つ
い
て

再
質
問

質　

問

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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＜高萩議員のその他の質問（概要）＞

高萩　文孝 議員

動画でも視聴可能です。

質　　問：ワクチン事業（帯状疱疹、ｍＲＮＡコロナ、ＨＰＶ）の健康被害対応に
ついて伺う。

質　　問：学校開校に向けて住宅確保が不可欠と考えるが、今後の対応を伺う。

再　質　問：ワクチンの正しい知識を深める為に有識者を招いての勉強会を開催して
はいかがか。

再　質　問：５年間に割り振った補正予算でしたが、臨機応変に対応するのは可能か。

再々質問：子供達の未来を守る為にも町民、職員、議員も含めて町全体で学びあっ
てはいかがか。

町長答弁：厚生労働省から町に報告がない為、町民の情報を把握出来ていない。

町長答弁：勉強会の開催については、しっかりと検討させていただく。

町長答弁：柔軟に対応し、成果が表れるように取り組みたい。

町長答弁：勉強不足を自覚している。ワクチンやウイルスについてしっかりと取り
組みたい。

町長答弁：住宅建設に踏み切りやすい環境を整えることを目的とした新たな補助制
度を創設するための補正予算を計上した。今後も需要の変化を見極めな
がら住環境の充実を図っていく。

双葉町のワクチン接種事業について●

質　　問：早期の完成・開園を目指すと報道であったが、具体的な整備方針・スケ
ジュールを伺う。

再　質　問：海を活かした釣りの出来る公園の整備も可能か町長の考えを伺う。
町長答弁：建設予定地東側は中間貯蔵施設エリアも多く含むことから海の利用は国

と協議していく。

町長答弁：令和９年度の工事着手、完成は令和１２年度を予定している。産業交流
センターや東日本大震災・原子力災害伝承館・復興祈念公園など周辺施
設との連携や回遊性を考慮した整備を進める。

中野地区の運動公園整備について●

双葉町内の住宅確保について●

特
定
帰
還
居
住
区
域
に
つ
い
て
一
刻
も
早
く
同
地
域
の
除
染
・

解
体
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
町
の
考
え
を
伺
う

早
く
ふ
る
さ
と
に
帰
還
し
た
い
と
い
う
町
民
の
想
い
に

寄
り
添
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
国
に
強
く
要
望
す
る

答 問

　

特
定
帰
還
居
住
区
域
は

２
０
２
０
年
代
に
か
け
て

帰
還
意
向
の
あ
る
住
民
が

帰
還
で
き
る
よ
う
に
創
設

さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、
そ

の
約
束
の
期
間
は
５
年
を

切
っ
て
い
る
。

　

一
刻
も
早
く
同
区
域
の

除
染
・
解
体
を
進
め
、
町

民
の
帰
還
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

　

国
や
県
、
双
葉
郡
水
道

企
業
団
な
ど
と
連
携
し
て

避
難
指
示
解
除
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

先
行
的
に
認
定
さ
れ
た

三
つ
の
行
政
区
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
度
中
の
立

入
規
制
緩
和
区
域
の
設
定

に
向
け
調
整
を
進
め
る
と

と
も
に
、
令
和
８
年
度
内

の
避
難
指
示
解
除
を
目
指

し
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

取
り
組
む
。

　

町
民
と
の
約
束
で
あ
る

２
０
２
０
年
代
の
帰
還
に

向
け
て
、
早
く
ふ
る
さ

と
に
帰
還
し
た
い
と
い

う
町
民
の
想
い
に
寄
り

添
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
国

に
強
く
要
望
す
る
。

　

避
難
指
示
解
除
区
域
が

広
が
っ
た
場
合
の
具
体
的

な
防
犯
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
町
と
し
て
は
帰

還
困
難
区
域
全
域
の
解
除

が
目
標
で
あ
る
が
現
在
の

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

日
中
の
戸
別
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
拡
大
予
定
で
あ

り
、
夜
間
に
お
い
て
は
車

両
巡
回
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
パ
ト
カ
ー
に
よ
る
巡

回
を
双
葉
警
察
署
に
依
頼

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た

残
り
85
％
の
帰
還
困
難
区

域
に
関
し
て
も
全
域
の
避

難
指
示
解
除
を
国
に
求
め

続
け
る
。

● 

特
定
帰
還
居
住
区
域
の

避
難
指
示
解
除
に
向
け

た
進
捗
に
つ
い
て

再
質
問

質　

問

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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＜菅野議員のその他の質問（概要）＞

質　　問：町民と原子力損害賠償紛争委員会との意見交換会の開催についてどのよ
うな返答が来ているか伺う。

再　質　問：都会の人たちが町民の現状を本当に理解していると思えないので、町民
との意見交換会は必要であると考えるが、町長の考えを伺う。

再々質問：賠償問題は一大事業であり、町も諦めてないということで間違いないか
伺う。

町長答弁：以前「各自治体の要望を踏まえ工夫させていただきたい」との返答が
あったが、具体的な日程が示されていないことから、開催に向けてあ
らゆる機会を捉えて要望を続けていく。

町長答弁：まず住民の皆さんの不公平感のないような取組ということで、最低で
も令和４年８月３０日までは日常生活阻害慰謝料を求めていく考えで
ある。

町長答弁：賠償期間の問題は、最低レベルであり諦めないという考えである。

原子力損害賠償について●

　

借
り
上
げ
住
宅
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
３
月
で
提
供
終

了
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在

の
双
葉
町
は
震
災
前
と
比
べ

て
、病
院
や
学
校
な
ど
も
な
く
、

生
活
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
収

束
作
業
も
終
わ
っ
て
い
な
い
状

況
で
、
借
り
上
げ
住
宅
に
つ
い

て
、
国
、
福
島
県
、
東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
対
し

て
の
ど
の
よ
う
な
対
応
を
望

む
の
か
伺
う
。

　

借
り
上
げ
住
宅
に
つ
い
て
は

現
在
、
事
業
の
実
施
主
体
で
あ

る
県
及
び
住
宅
の
供
与
主
体
で

あ
る
避
難
先
都
道
府
県
等
を
中

心
に
、
対
象
者
の
方
へ
の
制
度

周
知
、
制
度
終
了
後
の
お
住
ま

い
等
の
意
向
調
査
や
相
談
に
応

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

双
葉
町
に
お
い
て
は
、
生
活

環
境
の
整
備
は
目
に
見
え
る
形

で
進
ん
で
き
て
お
り
、
帰
還
を

お
考
え
の
方
に
は
住
宅
を
新

築
、
取
得
、
修
繕
さ
れ
た
場
合

の
経
費
を
補
助
す
る
ほ
か
、
民

間
賃
貸
住
宅
の
建
設
を
促
進
す

る
た
め
の
補
助
制
度
の
予
算
を

今
議
会
に
計
上
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
福
島
県
や
関
係

機
関
と
連
携
し
住
居
確
保
に
係

る
相
談
や
生
活
支
援
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　　

借
り
上
げ
住
宅
も
い
ろ
い
ろ

な
事
情
が
あ
っ
て
入
っ
て
い
る

の
で
、
今
の
生
活
を
守
っ
て
あ

げ
る
よ
う
な
施
策
が
欲
し
い
と

考
え
て
い
る
。
来
年
の
３
月
ま

で
、
と
り
あ
え
ず
１
年
延
ば
し

て
何
か
施
策
を
考
え
な
い
と
、
多

く
の
方
が
困
る
の
で
は
と
思
う
。

　

え
き
に
し
住
宅
以
外
の
町
営

住
宅
な
ど
考
え
る
と
な
る
と
財

源
確
保
の
問
題
が
あ
る
の
で
、

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

が
保
管
す
る
固
体
廃
棄
物
貯
蔵

庫
や
、
放
出
す
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
に
対
し
て
課
税
を
し
て
は

い
か
が
か
。

　

東
京
電
力
で
は
双
葉
町
側
に

あ
る
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
、
こ

れ
は
事
前
了
解
で
双
葉
町
で
は

許
可
を
し
て
い
る
。
特
殊
な
建

物
で
あ
り
固
定
資
産
税
を
東
京

電
力
か
ら
払
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。今
後
双
葉
町
側
の
敷
地
に
、

積
極
的
に
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
双
葉
町
側
は
ま
だ
少
し
余

裕
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
造
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
財
源
を
確
保

し
て
い
く
。

　

い
ろ
ん
な
人
が
い
て
困
っ
て

い
る
人
も
い
る
の
で
そ
う
い
っ

た
人
を
助
け
た
い
と
考
え
た
時

に
、借
り
上
げ
住
宅
に
つ
い
て
、

本
当
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
等

の
た
め
に
も
う
一
度
財
源
確
保

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
な

い
か
伺
う
。

　

復
興
加
速
化
交
付
金
の
確
保

や
中
間
貯
蔵
影
響
緩
和
交
付
金

の
使
途
に
つ
い
て
国
と
交
渉

し
、
し
っ
か
り
と
財
源
を
確
保

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

● 

借
り
上
げ
住
宅
に
つ
い
て

菅野　博紀 議員

動画でも視聴可能です。

借
り
上
げ
住
宅
に
入
居
す
る
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を

救
う
た
め
に
財
源
確
保
を
し
て
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か

福
島
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
住
居
確
保
に
係
る
相
談
や

生
活
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く

答 問

再
質
問

再
々
質
問

質　

問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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議会報編集委員会議会報編集委員会議会報編集委員会議会報編集委員会

　７月１日、郡山市のビッグパレットふく
しまにおいて、福島県町村議会広報研修
会が行われ、議会報編集委員が参加しま
した。
　参加した委員は、「戦略的広報と議会報
づくりの型」について、理解を深めました。

議会の定例会は年４回（３月、６月、９月、１２月）開催されます。
傍聴もできますのでお気軽にお越しください。

９月定例会の日程は、ホームページでお知らせいたします。

【お問い合わせ先】議会事務局　☎０２４０－３３－０３０９

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
伴
う
帰
還
困

難
区
域
で
の
活
動
の
全
面
自
由

化
を
検
討
す
る
よ
う
、
自
由
民

主
党
東
日
本
大
震
災
復
興
加
速

化
本
部
は
、
第
14
次
提
言
骨
子

案
に
盛
り
込
み
政
府
に
促
す
た

め
の
調
整
に
入
っ
て
い
る
と
新

聞
報
道
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

石
破
総
理
や
関
係
大
臣
に
対

し
第
14
次
提
言
の
申
し
入
れ
を

行
い
、
帰
還
困
難
区
域
の
規
制

緩
和
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

放
射
線
防
護
対
策
な
ど
の
提
言

が
な
さ
れ
た
。

　

今
後
、
国
の
基
本
方
針
に
反

映
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現

時
点
で
国
か
ら
の
説
明
は
な

く
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
情

報
収
集
に
努
め
る
。
町
と
し
て

は
帰
還
困
難
区
域
全
域
の
避
難

指
示
解
除
を
求
め
る
姿
勢
に
変

わ
り
は
な
く
、
福
島
県
や
帰
還

困
難
区
域
を
抱
え
る
各
町
村
と

も
連
携
し
、
帰
還
困
難
区
域
全

域
の
一
日
も
早
い
避
難
指
示
解

除
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む

よ
う
、
国
に
求
め
て
い
く
。

　

帰
還
困
難
区
域
で
の
活
動
が

自
由
化
さ
れ
バ
リ
ケ
ー
ド
が
開

放
さ
れ
る
と
、
盗
難
、
火
災
な

ど
の
様
々
な
災
害
の
お
そ
れ
が

あ
る
。
現
に
当
町
で
特
定
帰
復

興
再
生
拠
点
区
域
の
避
難
指
示

解
除
前
、
規
制
緩
和
を
行
っ
た

際
に
盗
難
な
ど
の
被
害
が
多
く

あ
っ
た
。
ま
た
、
帰
還
困
難
区

域
の
一
部
地
域
に
お
い
て
は
空

間
線
量
が
15
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
／
毎
時
も
あ
り
、
と
て
も

個
人
で
管
理
で
き
る
線
量
で
は

な
く
非
常
に
危
険
だ
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　

今
回
の
14
次
提
言
で
の
自
由

立
入
り
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
国

で
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

た
め
帰
還
困
難
区
域
の
自
由
立

入
り
に
関
し
て
は
安
全
を
担
保

す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。
防
犯

に
つ
い
て
は
、
加
速
化
本
部
事

務
局
に
す
で
に
申
し
入
れ
て
い

る
。
放
射
線
問
題
、
動
物
と
遭

遇
す
る
な
ど
し
て
危
険
に
遭
う

可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
強
く
申

し
入
れ
て
い
く
。
一
番
の
心
配

は
な
し
崩
し
的
に
帰
還
困
難
区

域
が
避
難
指
示
解
除
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
環
境
整
備
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
進
め
ら
れ
戻
っ
て

生
活
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
よ
う
し
っ
か
り
と
町
と
し
て

取
組
ん
で
い
く
。

　

町
長
に
は
国
に
対
し
て
帰
還

困
難
区
域
の
住
民
の
話
を
聞
き

丁
寧
に
協
議
す
る
よ
う
働
き
か

け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

国
は
期
限
を
意
識
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
納
得
で

き
る
状
況
で
な
け
れ
ば
特
定
帰

還
居
住
区
域
の
認
定
を
受
け
る

考
え
は
な
い
。

● 

自
由
民
主
党
東
日
本
復
興

加
速
化
本
部
の
第
14
次
提

言
骨
子
案
に
つ
い
て

作本　信一 議員

動画でも視聴可能です。

帰
還
困
難
区
域
の
バ
リ
ケ
ー
ド
が
開
放
さ
れ
活
動
が
自
由
化

さ
れ
る
と
様
々
な
弊
害
が
あ
る
と
思
う
が

ま
だ
国
か
ら
の
説
明
は
な
い
が
、
安
全
を
担
保
す
る
よ
う

求
め
て
い
く

答 問

質　

問

再
質
問

再
々
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

福島県町村議会広報研修会福島県町村議会広報研修会福島県町村議会広報研修会福島県町村議会広報研修会
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＜山根議員のその他の質問（概要）＞

質　　問：令和１０年の学校再開に向け、核家族化に伴う見守りや療育支援、放課
後デイサービスの充実が必要ではないか。

再　質　問：町外の子育て世帯の状況や課題をどの程度把握しているか。

再々質問：民間団体の調査があるが参考にできるのではないか。

町長答弁：課題は認識しており、支援学校や地域機関と連携し、町に適した体制整
備を進める。

町長答弁：双葉地方地域自立支援協議会との連携というのが大切になると考えて
いる。

町長答弁：民間の意見も参考にし、柔軟で実効性ある児童福祉施策を検討していく。

児童福祉施策について●

山根　辰洋 議員

動画でも視聴可能です。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
行
っ
た
住
民
福
祉
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
関
す
る
４
つ
の
提
案
に
つ
い
て
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

複
合
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
整
備
に
あ
た
り
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
の
助
言
を
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る

答 問

　

令
和
６
年
第
２
回
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、「
双
葉
町
内
の
住
民

福
祉
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
」
と
い
う
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
の
調
査
報
告

の
中
で
、
４
つ
の
提
案
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
提
案
に
対
し

て
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
る
か
伺
う
。

　

令
和
９
年
度
開
所
に
向
け
て
整

備
を
進
め
て
い
る
駅
西
地
区
の
複

合
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点
は
、
専

門
性
が
高
い
領
域
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
専
門
性
の
あ
る
外
部
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
、
施
設
の
具
体

化
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
な
ど
関
係
者
に

よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
会
議
を
毎
月

開
き
、
支
援
対
象
者
の
情
報
共
有

と
必
要
な
支
援
の
実
施
、
さ
ら
に

介
護
予
防
教
室
の
開
催
を
通
じ
て

町
民
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
自
治
会
支
援

で
は
町
内
外
５
団
体
に
補
助
金
を

交
付
し
、
ニ
ー
ズ
把
握
に
も
努
め

て
い
る
。
昨
年
は
町
職
員
と
住
民

が
協
力
し
、
駅
周
辺
の
除
草
活
動

を
行
い
、
こ
う
し
た
活
動
が
町
民

と
の
協
働
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と

捉
え
て
い
る
。

　

行
政
区
条
例
が
十
分
に
機
能
し

な
い
現
状
に
お
け
る
住
民
協
働
の

望
ま
し
い
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

を
伺
う
。
ま
た
復
興
支
援
員
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
答
弁
が
な
か
っ

た
の
で
、
こ
ち
ら
の
活
用
現
状
に

つ
い
て
も
伺
う
。

　

住
民
協
働
は
、
行
政
と
住
民
が

と
も
に
町
の
発
展
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
、
双
葉
町
は
全
国
の
他
自

治
体
と
は
異
な
り
、
避
難
指
示
の

解
除
を
経
て
帰
還
が
進
む
段
階
に

あ
る
。
帰
還
者
や
移
住
者
と
の
協

力
関
係
の
構
築
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
機
運
を
醸
成
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

る
。
復
興
支
援
員
に
つ
い
て
は
、

町
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
連
携

し
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
機
を
捉
え
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
ニ
ー
ズ
把

握
に
努
め
て
い
る
。
時
代
背
景
に

合
わ
せ
た
柔
軟
な
役
割
の
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

　

双
葉
町
が
か
つ
て
持
っ
て
い
た

自
治
の
仕
組
み
や
文
化
を
、
新
た

に
移
住
さ
れ
た
方
に
伝
え
て
い
く

こ
と
も
大
切
だ
と
思
う
。
た
と
え

ば
、
区
長
経
験
者
と
の
交
流
会
の

よ
う
な
場
が
あ
る
と
良
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
復
興
支
援
員
の

人
材
も
テ
ー
マ
別
に
再
編
し
て
い

く
こ
と
で
、
効
果
的
な
支
援
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
考
え
を

伺
う
。

　

区
長
経
験
者
の
知
見
を
共
有
す

る
機
会
は
、
町
の
歴
史
や
文
化
を

理
解
し
て
も
ら
う
う
え
で
も
有
意

義
で
あ
り
、
新
た
な
住
民
と
の
交

流
も
促
進
さ
れ
、
町
全
体
の
つ
な

が
り
強
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
有
効
な
手
段
だ
と
考

え
る
。
復
興
支
援
員
制
度
に
つ
い

て
も
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

柔
軟
な
活
用
や
再
編
を
検
討
し
、

必
要
な
人
材
配
置
を
進
め
て
い
く
。

● 

町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
つ
い
て

質　

問

再
質
問

再
々
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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福 島 県 双 葉 町 議 会

　東日本大震災から 14 年が経過しました。東日本大震災で被災をし、経済的理由により就学等が困難な子どもを対象に、
「被災児童生徒就学支援等事業」が全額国庫負担の単年度の交付金事業として行われています。令和７年度も、東日本大
震災復興特別会計による被災児童生徒就学支援等事業として計上され、５億円が予算化されています。
　この事業を通して、幼稚園児等の就園支援、小中学生に対する学用品等の援助や通学支援（スクールバス運行による通
学手段の確保にかかる経費を含む。）、高校生に対する奨学金支援、特別支援学校等に在籍する児童生徒への就学奨励、私
立学校及び専修学校・各種学校の授業料減免などが実施されています。被災した子どもたちには、学校で学ぶための極め
て有効な支援事業として機能しています。
　令和３年３月９日、『「復興・創生期間」後における東日本大震災からの復興の基本方針の変更について』が閣議決定さ
れました。その中で令和３年度から令和７年度までの５年間を新たな復興期間として「第２期復興・創生期間」と位置づ
け、令和３年度以降の復興の円滑かつ着実な遂行を期するための取り組みが進められています。子どもの就学支援につい
ても「支援の必要な子どもの状況等、事業の進捗に応じた支援を継続する」としています。
　「被災児童生徒就学支援等事業」での「原子力災害被災地域」は小・中・高等学校、特別支援学校、私立学校、専修学校・
各種学校を対象とした就学援助、就学奨励、奨学金などの就学等支援事業等についても継続となりました。今日において
も、福島県では、令和６年４月１日時点で約３千人（自主避難を除く。）もの子どもたちが県内外で避難生活を送ってい
ます（福島県こども・青少年政策課公表）。経済的な支援を必要とする子どもたちは多く、子どもたちの就学・修学のた
めには、長期的な支援がなくてはなりません。学校現場からも事業の継続を強く望む声が届いています。事業に係る予算
措置は単年度のため、事業が終了、もしくは規模が縮小することとなれば、自治体負担となることも危惧されます。
　福島の復興・再生に向けて手厚い支援が実施されていますが、引き続き被災者に寄り添う「被災児童生徒就学支援等事
業」による就学支援は必要です。予算措置が単年度で事業終了となれば、被災児童生徒の就学支援に格差が生じることも
危惧されます。令和８年度においても本事業を継続し、必要な財政措置を行い、被災した子どもたちに継続した就学支援
を実施できるようにする必要があります。
　このような理由から、下記の事項の実現について強く要望します。

１ ．東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の子どもたちの就学・修学を保障するため、令和８年度においても、
全額国庫で支援する「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、十分な就学支援に必要な予算確保を行うこと。

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　令和７年６月１１日

　　　復興大臣、文部科学大臣、総務大臣、財務大臣　宛

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書

議員発議議員発議
令和７年第３回議会定例会において陳情の採択を受け、山根議員より下記のとおり
意見書（案）が提出され、全会一致で可決し関係機関に意見書を送付しました。

質　

問

小川　貴永 議員

動画でも視聴可能です。

中
間
指
針
第
５
次
追
補
で
の
損
害
賠
償
も
、
遅
延
損
害
金
に

相
当
す
る
金
額
が
上
乗
せ
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か

遅
延
損
害
金
は
原
告
の
み
に
適
用
さ
れ
る
考
え
方
で
あ
り
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

答 問

　

原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す
る
訴

訟
を
行
い
、
判
決
が
確
定
し
賠
償

金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
、
遅
延
損

害
金
が
加
算
さ
れ
る
。

　

現
在
、
原
子
力
損
害
の
判
定
等

に
関
す
る
中
間
指
針
第
５
次
追
補

で
の
損
害
賠
償
手
続
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
発
災
か
ら
長
い
期
間
が

経
過
し
て
い
る
た
め
、
遅
延
損
害

金
に
相
当
す
る
金
額
が
上
乗
せ
さ

れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　

原
子
力
損
害
賠
償
の
遅
延
損
害

金
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
原

告
の
み
に
適
用
さ
れ
る
考
え
方
で

あ
り
、
す
べ
て
の
対
象
者
に
水
平

展
開
で
き
る
か
否
か
は
大
変
難
し

い
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、

確
定
判
決
を
受
け
、
中
間
指
針
第

５
次
追
補
を
上
回
る
賠
償
に
つ
い

て
は
、
東
京
電
力
に
対
し
町
民
へ

の
水
平
展
開
を
求
め
て
い
く
旨

を
、
申
し
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

遅
延
損
害
金
に
相
当
す
る
金
額

の
上
乗
せ
に
つ
い
て
は
、
関
係
法

律
の
解
釈
運
用
上
の
妥
協
性
や
相

当
性
、
実
効
性
な
ど
の
有
無
を
専

門
家
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

避
難
指
示
区
域
に
応
じ
た
金
額

で
す
が
、
帰
還
困
難
区
域
が
１
５

０
万
円
、
居
住
制
限
地
域
が
２
８

０
万
円
、
緊
急
時
避
難
準
備
区
域

１
１
２
万
円
と
い
う
の
が
裁
判
所

の
和
解
案
の
基
本
の
金
額
で
、
こ

れ
に
対
し
て
遅
延
損
害
金
が
年
間

５
％
、
現
在
14
年
と
６
ヵ
月
分
遅

延
損
害
金
が
加
算
さ
れ
て
い
る
の

で
、
単
純
に
遅
延
損
害
金
が
加
算

さ
れ
る
と
１
７
５
％
、
大
体
倍
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
中
間
指
針

を
超
え
る
賠
償
を
命
じ
る
判
決
と

い
う
の
も
出
て
お
り
、
ふ
る
さ
と

喪
失
慰
謝
料
が
認
め
ら
れ
る
例
も

出
て
い
る
の
で
、
要
求
で
き
な
い

か
伺
う
。

　

単
純
に
被
災
を
し
て
、
賠
償
の

取
組
が
あ
っ
た
と
き
に
も
ら
う
べ

き
も
の
が
十
数
年
経
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
ご
指
摘
か
と
思
う
。
顧
問

弁
護
士
等
、
専
門
家
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
対
応
の
検
討
が
可
能
で

あ
る
な
ら
ば
、
町
と
し
て
も
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

● 

原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て

町
長
答
弁

町
長
答
弁

再
質
問
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加
須
市
議
会
行
政
視
察

加
須
市
議
会
行
政
視
察

　

友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
て
い
る

埼
玉
県
加
須
市
議
会
の
皆
さ
ん
が
、

７
月
２
日
に
来
町
さ
れ
、
３
日
ま
で

の
２
日
間
、
行
政
視
察
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
、
え
き
に
し
住
宅
、
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
な
ど
を
視

察
さ
れ
た
ほ
か
、
双
葉
町
役
場
で
は

伊
澤
町
長
が
双
葉
町
の
現
状
に
つ
い

て
説
明
し
、
加
須
市
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

加
須
市
議
会
行
政
視
察

加
須
市
議
会
行
政
視
察

　

今
号
の
議
会
だ
よ
り
ふ
た
ば
を
お
読
み
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
私
た
ち
の
双
葉
町
は
、
今
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
段
階
を
迎
え
て
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

そ
の
思
い
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
、
私
た
ち
議
会
の
使
命
で
す
。

　

今
号
で
は
、
各
議
員
に
よ
る
一
般
質
問

や
議
案
審
議
の
内
容
、
そ
し
て
町
政
の
課

題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
た
。
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
町
の

「
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
も
、
忌
憚
の
な
い
意
見
や
ご
要
望

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

【
編
集
委
員
会
】

作
本　

信
一

委
員
長

渡
部　

昭
洋

副
委
員
長

山
根　

辰
洋

委　
　

員

小
川　

貴
永

委　
　

員

（
小
川
）

６ 
月

５
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

６
日　

議
会
全
員
協
議
会

８
日　

富
岡
町
合
併
70
周
年
記
念
式
典

10
日
〜
11
日

　
　
　

令
和
７
年
第
２
回
議
会
定
例
会

　
　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

21
日　

標
葉
郷
騎
馬
会
戦
果
報
告
会

23
日　

 

双
葉
地
方
町
村
会
・
双
葉
地
方
町
村
議

会
議
長
会
合
同
要
望
活
動

24
日　

浪
江
地
区
防
犯
団
体
連
合
会
総
会

26
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

30
日　

 

福
島
県
原
子
力
発
電
所
所
在
町
協
議
会

総
会

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

７ 

月

８ 

月

１
日　

福
島
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

２
日
〜
３
日　

　
　
　

加
須
市
議
会
行
政
視
察

２
日　

全
員
協
議
会

５
日　

双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

７
日　

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
企
業
立
地

　
　
　

協
定
締
結
式

13
日　

イ
オ
ン
双
葉
店
開
店
記
念
植
樹

15
日　

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
村

　
　
　

議
会
議
長
会
定
期
総
会

22
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

24
日　

広
野
町
町
政
施
行
85
周
年
記
念
式
典

１
日　

公
設
商
業
施
設
イ
オ
ン
双
葉
店

　
　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　

一
般
県
道
井
手
長
塚
線

　
　
　

長
塚
跨
線
橋
開
通
式

３
日　

第
９
回
福
島
第
一
廃
炉
国
際

　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム

５
日
〜
６
日

　
　
　

双
葉
地
方
町
村
会
・
議
会
議
長
会

　
　
　

合
同
要
望
活
動

７
日　

双
葉
町
・
大
熊
町
合
同
要
望
活
動

８
日　

常
磐
自
動
車
道
・
東
北
中
央
自
動
車

　
　
　

 

道
・
東
北
横
断
自
動
車
道
い
わ
き
新
潟

線
建
設
促
進
既
成
同
盟
会
合
同
大
会
・

要
望
活
動

17
日　

子
ど
も
か
き
氷
屋
さ
ん

18
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

　
　
　

保
健
衛
生
常
任
委
員
会

　
　
　

 

町
村
議
会
正
副
議
長
・
事
務
局
長
研
修
会

19
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

　
　
　

消
防
厚
生
常
任
委
員
会

20
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会
議

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

令
和
７
年
第
３
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

表
彰
審
査
会

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

29
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

　
　
　

定
例
会
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